
 
水郷寺津「すいすいウオーキング大会」  

期 日  平 成 ２ ２ 年 １ ０ 月 ２ ４ 日 （ 日 ）   

場 所  市 立 寺 津 公 民 館  

 

 

９ ： ０ ０  開 会 式 、 準 備 体 操  

・ 地 域 づ く り 委 員 長 あ い さ つ （ 柴 田 新 一 ・ 委 員 長 ）  

・ 日 程 と ウ オ ー キ ン グ コ ー ス の 説 明  

・ 準 備 運 動  

 

９ ： ３ ０  ウ オ ー キ ン グ 出 発  

途 中 で 休 憩 を 取 り な が ら ゆ っ く り 歩 き ま す  

 

 

１ １ ： ３ ０  交 流 会  

お 酒 や ジ ュ ー ス も 用 意 し て あ り ま す  

ち ゃ ん こ 鍋 を 食 べ な が ら  

寺 津 の 将 来 に つ い て 語 り 合 い ま し ょ う  

 

 

１ ４ ： ０ ０  閉 会  

 

 

 

 

 

寺 若 稲 荷 神 社 （ て ら わ か い な り じ ん じ ゃ ）  

寺 若 稲 荷 神 社 は 文 政 9 年 ( 1 8 2 6 ) に 長 瀬 重 太 郎 が 名 主 を 勤 め た と き 、 築 塚 ・ 建 立 さ れ ま

し た 。 文 久 年 間 ( 1 8 6 1 ～ 1 8 6 4 ) 、 若 衆 が 協 議 し て 、 山 城 国 伏 見 稲 荷 神 社 か ら 分 神 勧 請 （ か

ん じ ょ う し ） 、 寺 若 稲 荷 と 改 号 し ま し た 。 毎 年 9 月 1 0 日 が 祭 日 で す 。  

江 戸 時 代 は 川 の 氾 濫 が 相 次 ぎ 、 水 が 引 い て も 須 川 の 硫

黄 分 で 農 地 が 立 ち 直 ら な か っ た 場 所 も あ っ た そ う で す 。 災 害

を 逃 れ 豊 作 を 祈 願 す る た め 、 大 洪 水 の 2 年 後 に 建 立 さ れ た

と 思 わ れ ま す 。  

寺 若 稲 荷 神 社 は 出 羽 三 山 ～ 本 楯 （ 寒 河 江 ） ～ 最 上 川 の

渡 舟 ～ 寺 津 ～ 山 寺 ～ 二 口 峠 ～ 仙 台 の 通 り 道 に な っ て い

て 、 当 時 は 飴 売 り 、 茶 店 な ど で 連 日 賑 わ い を 見 せ て い た と も

伝 え ら れ て い ま

寺 津 河 岸 （ て ら づ か し ）  

寺 津 河 岸 は 、 安 土 桃 山 時 代 の 天 正 年 間 ( 1 5 7 3 ～ 1 5 9 2 )

に 始 ま っ た と 言 い 伝 え ら れ て い ま す 。 須 川 と 最 上 川 の 合 流 地

点 で 、 大 変 重 要 な 場 所 だ っ た た め 、 斯 波 家 の 二 代 目 ・ 斯 波

直 家 は 、 家 臣 の 藤 原 秀 敏 を 寺 津 甲 斐 守 （ か い の か み ） と し て

寺 津 城 に 配 し ま し た 。  

そ の 後 、 享 保 8 年 ( 1 7 2 3 ) に 幕 府 の 公 認 河 岸 に な り 、 競 争

の 結 果 、 天 明 ( 1 7 8 1 ～ 1 7 8 9 ) 末 期 に は 舟 運 の 主 導 権 が 船 町

か ら 寺 津 に 移 り ま し た 。 明 治 1 0 年 頃 に は 、 船 宿 や 小 鵜 飼 通 船 、 荷 馬 車 ひ き 、 酒 屋 、 蕎 麦

屋 、 湯 屋 、 飴 屋 な ど が 4 9 軒 も あ り ま し た 。 ま た 、 船 荷 の 運 送 に 高 擶 、 中 野 目 、 蔵 増 、 藤 内 新

田 、 灰 塚 な ど か ら も 1 0 0 台 近 く の 荷 車 が 集 ま っ た そ う で す 。  

 

 

砂 河 原 地 蔵 尊 （ す な か わ ら じ ぞ う そ ん ）  

 

安 産 、 い ぽ と り 、 ぼ け 封 じ と 合 わ せ て 夜 泣 き に 効 く お 地 蔵 さ ま

で す 。 た だ し 、 願 い 事 は 1 回 に ひ と つ だ け 。 色 々 お 願 い す る と 全

部 ご 利 益 が な く な り ま す の で 、 お 礼 参 り を 済 ま せ て か ら 次 の お 願

い を し ま す 。 石 の 地 蔵 様 に は 「 寛 永 3  年 ( 1 7 5 0 ) 船 町 地 蔵 講

中 」 と 刻 ま れ て い ま す 。  

 

 

源 氏 山 （ げ ん じ や ま ）  

源 氏 山 は 天 明 6 年 ( 1 7 8 6 ) に 瀬 野 庄 九 郎 の 次 男 と し て 生

ま れ ま し た 。 文 化 4 年 ( 1 8 0 7 ) [ 2 2 歳 ] に 「 富 士 ノ 越 吉 太 夫 」

の 四 股 名 で 幕 下 1 5 枚 目 と な り 、 文 化 1 1 年 ( 1 8 1 4 ) [ 2 9 歳 ]

に し て 入 幕 、 文 政 2 年 ( 1 8 1 9 ) に 東 方 関 脇 に 昇 進 し 、 源 氏

山 吉 太 夫 と 改 名 し ま し た 。 こ の 銅 像 は 、 そ の 功 績 を 後 世 に

伝 え よ う と 、 平 成 1 3 年 ( 2 0 0 1 ) 1 2 月 に 建 立 さ れ ま し た 。  

 

 

関 端 （ せ き ば た ）  

室 町 時 代 、 寺 津 甲 斐 守 （ か い の か み ） が 洪 水 を 防 ご う と 日 枝 神 社 の 西 側 か ら 現 在 の 藤

内 新 田 運 動 公 園 ま で 堰 を 掘 り ま し た 。 「 関 端 」 と い う 地 名 は 、 「 堰 の 端 」 と い う と こ ろ に 由 来 し

て い る の で は な い か と 思 わ れ ま す 。 な お 、 日 枝 神 社 の 「 瑞 元 の 森 」 は 、 そ の と き の 掘 割 の 土 を

積 ん だ も の で 、 法 泰 寺 の 住 職 ・ 瑞 元 が 設 計 し た も の で す 。  

す 。  

 

 
 


